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急性 淋菌 性尿 道 炎 に対 す るPivampicillinの 使 用経験

河 西 稔 ・永 原 篤 ・長 船 匡 男

東大阪市立中央病院泌尿器科

昨今,社 会世 相のためか,一 時外 来で扱 うことが非常

に少な くな っていた急性淋 菌性 尿道 炎の患 者に接 す るこ

とが,稀 ではな くなってきた.し か も,抗 生剤 が容易に

使用 されるゆえんか,従 来 の化学療 法に対 し,頑 固にそ

の治癒を拒 み,耐 性 を示 す もの も,か な り経験 する よう

に移 り変わってきたよ うに思 う.

しか し,現 在 で も,急 性淋 菌性尿道 炎に対 してはPe-

nicillin系抗生剤 を主 とした化学療法 が主である ことには

変わ りはない。

今回,我 々は典型的 な急性淋菌性尿道 炎10例 に対 し,

Pivampidllinを 使用 する機 会をえたので,そ の臨床的効

果お よび副作用につき,我 々の経験 を簡 単に報 告 したい。

なお,Pivampicillinは,D-α-aminobenzyl penlcillinの

Plvaloyloxymothyl estoどであ り,本 剤 は,経 口投 与 され

ると生体 内で加水分解 され,Ampicillinと な り,消 化 管

か らきわめてよ く吸収 され,血 中濃度 および各臓器 への

移行が,き わめて,す みや かで,比 較的少量 を使 用 した

場合で も,Amplcillinよ りもす ぐれ た効果 が期待 される

とい う1～2)。

我々の用いたPivampidUinは1カ プセル中にPivam-

picillin 125mg(力 価)を 含 有す る。

I対 象

昭和48年9月1日 よ り昭和48年10、月30日 にいたる間,

東大阪市立 中央病院泌尿器科 を訪れ た急性淋菌性尿道炎

10例 を対象 と した。

患者 は,い ずれ も男性で,年 令は18才 か ら48才 にお よ

ぶ。

これ らの患者 は,い ずれ も感染機会 を もった後,3～

5日 目に排尿痛お よび外尿道 口か らの膿様分泌物 を認 め

て我 々の外来 を訪れた もので,初 診時,全 例 とも尿 中お

よび尿道分泌物 中に淋菌 を証 明 しえ,急 性淋菌性尿道炎

の診断 が確定 したもの であ る.

なお,10例 中4例 は,以前 に淋疾 を患 った既往 がある。

いずれ も,今 回 は発病以来,他 の医療機関 での加療 は も

とより,自 分 で買薬 を内服 したことはな く,こ の意味 に

おいては新鮮 な急性尿道 炎を対象 に した と考 え られ る。

II 投与方法お よび投与量

投与方 法 と しては,全 例 ともPivamPicillin1日3カ

プセル を分3し,毎 食直後,こ れ を内服せ しめた,

投与 期間は3H問 の もの5例,7日 間 のもの5例 で,

従 って,投 与総量 と してはPivampicillin1125mg(力

価)の もの5例,2625mg(力 価)の もの5例 であ る。

III 治 験 成 績

急性淋 菌性 尿道炎10例 に対 しPivampicillinを 投与 し

て,そ の効果 を自覚症状 と尿所見の両面か ら検討 した。

自覚症状 としては,排 尿痛お よび外尿道 口か らの膿分

泌 を 月標 とし,尿 所 見 と しては,白 血球お よび起炎菌 で

ある淋菌 の消長 につ き観 察 した.

初診時 は全例 とも,排 尿痛(帯),外 尿道 口か らの膿分

泌(帯)で,尿 中には 白血 球(帯),淋 菌(惜)で あ った、

これ らに対 し,ま ず3日 間Pivampicilhn1日3カ プ

セルを服用 させ,そ の時点において,自 覚症状お よび尿

所見 の改善度 をみ るとと もに副作用の発現の有無 を しら

べた。10例 中5例 は,3日 間の投薬にて,う ちきって い

るが,そ の理 由は,2例 は,効 果が全 くな いばか りか,

食思不振 や胃部不快感 を訴えたためであ り,1例 は,副

作用 はなかったが,自 覚的に も他覚的に も,な ん ら改善

が認 め られ ず他薬 に変更 した ものであ り,1例 は,排 尿

痛 や膿分泌 は軽快 したが,食 思 不振,胃 部不快感があ っ

たため中止 し,残 り1例 は,な ん ら副作用な く,自 覚的

に も,他 覚的 に も劇的 な改善 をみて,そ の後の投薬 を必

要 と しなかった著効例 であった。

10例 中,ほ かの5例 は3日 間の投薬で副作用な く,症

状 に も改善 がみ られ たが,つ づけて投薬す ることが望 ま

しいと思 えたので,更 に4日 間投 薬 し,初 回投薬 よ りは

7日 間の投薬 後におけ る効果 お よび副作用の発現率 をみ

た。3β 間投与 の もの5例,7日 間投与の もの5例 の計

10例 の効果 を表示 すればTable1の ごと くであ る。

まず,自 覚症状 でい うと,排 尿痛では,10例 中3日 後

で改善 した もの6例 であ り,う ち2例 は,全 く排尿痛が

消失 してい る。1例 では,や や軽減 した程度であ り,3
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例 では全 く軽快 していない。7日 間投薬 をつづけた5例

では,3日 間投 薬で効果 のなかった ものの うち1例 に7

日後では,排 尿痛 に改善 がみ られ た。残 り4例 は,3日

後で,排 尿痛 は軽快 したが,な お僅 かに痛 み を訴 えてい

たが,7日 後では全 く排尿痛 はな くなっていた。

次に,外 尿道 口か らの膿様分泌物 についてみる と,3

日間投与 の時点 では,10例 中6例 が,膿 分泌 は消失 し,

4例 が,な お膿分泌 がつづいていた。7日 間投与後 では

5例 中膿 分泌 のある ものは1例 であった。す なわち,10

例中3例 は3日 間投薬 で軽快せず,中 止1例 は7日 間投

薬 したが,な お膿分泌 あ り,膿 分泌 につ いては,改 善率

は,10例 中6例,60%で ある。以上,排 尿痛 および膿分

泌の 自覚症状 か らみ ると,膿 分泌 は,3日 間 で6例 は消

失 してお り,排 尿痛 は,3日 間 でな くなった もの2例,

7日 後 にな くなったもの4例 で,7日 後 には,10例 中6

例が改善 している。膿分泌 の方 が,先 に消失す る例 が多

い ようで 自覚所見 か らの有効率 は60%と 考 える。

ついで,尿 所見か らみ ると,ま ず尿 中の 白血球 では,

3日 間投与 では,全 く改善 され なか った もの4例,や や

改善 され た もの3例,か な り改善 され たもの3例 で,白

血球 が全 く認 め られ な くなったもの では,1例 もない。

7日 間投与 の もの5例 では,全 く改善 され たもの1例,

かな り改善 され たもの4例 で ある。すなわ ち,尿 中白血

球 についてみ ると,3日 後では,な かなか消失す るには

いた らぬ もので,7日 後 まで を含めて10例 中,改 善 した

もの6例,改 善 しなか った もの4例 で,改 善率は,60%

である。

次 に,尿 中の淋菌は,3日 間投与 で,消 失 した もの4

例,ほ とん ど消失 した もの2例,そ して,減 少 しなか っ

た もの4例 であ る。7日 後の総計では,や は り,改 善 し

た もの6例,改 善せぬ もの4例 で,改 善率は,60%で あ

るが,白 血球 よ りは,淋 菌の消失のほ うが早い よ うであ

る。

以上 を総合す ると,我 々の治験 か らは,全10例 中著効

2例,有 効4例,そ して無効4例 とい う結果がえ られた。

自覚的か らみて も,尿 所 見か らみて も,そ の改善度は

60%で あ り,少 数例であ るので,結 論は,え られぬ まで

も,我 々の行な った治験の結果か らは,急 性淋菌性尿道

炎に対 して,1目3カ プセル,す なわ ち1日375mgの

Pivampicillinの 内服 させた効果 は,6割 の有効率で,こ

の結果は他の抗生剤 と比 して,必 ず しも優れた効果 を示

したとはいえぬ。

この原因 を,小 数例であ る故に求め るか,ま たは,薬

剤そのものの効能に よるものか,ま たは,外 国文献 では

成人では,1日 大体 我々の用 いた倍量以上 を内服 してい

るので5～6),我々の治験例 では,1日 の投与量 が 少 な か

ったためか,判 然 と しない。

IV 副 作 用

副作用 は,全10例 中3例 に,食 思不振お よび胃部不快

感 を訴 えた。いずれ も使用開始後1～2日 で発現 してお

り,投 薬 を中止す ると消失 してい る。発疹 はみ られ なか

った。 なお,副 作用 については,臨 床症状 の発現 を対象

とし,血 液検査,肝 機能検査お よび腎機能検査 などに対

する影響 については,検 討 していない。

V 結 語

1) 急性淋 菌性 尿道炎10例 に対 し,1日3カ プセル,

375mg(力 価)のPivampicillinを 分3し,毎 食直後内

服 させ,自 覚症状 の軽快 お よび尿所見の改善 を検討す る

とともに副作用 の発現 を観察 した。

2) 自覚症状 についていえば,排 尿痛,膿 分泌 とも,

その改善率 は60%で あ る。

3) 他 覚所 見 として,尿 中 白血球お よび起炎菌 である

淋 菌の消失度 をみが,い ずれ も有効度は60%で ある。

4) 自覚症状 お よび他 覚所 見 を総合す ると,全10例 中

著効2例,有 効4例,無 効4例 であ った。

5) 副作用 としては,全10例 中3例 に食思不振,胃 部

不快感 が認 め られ た。

文 献

1) DAEHNE, VON W. E. FREDERIKSEN, E. GUNDERSEN, 

F. LUND, P. MRCH, H. J. PETERSEN, K. ROHOLT, 

L. TYBRING & W. 0. GODTFREDSEN : Acyloxymethyl 

esters of ampicillin. J. Med. Chem. 13 : 607•`612, 

1970 

2) DAEHNE, VON W. W. O. GODTFREDSEN, K. ROHOLT 

& L. TYBRING : Pivampicillin, a new orally active 

ampicillin ester. Antimicr. Agents & Chemoth. : 431

～437
, 1970 

3) JORDAN, M. C. ; J. B. DE MAINE & W. M. M. KIRBY : 

Clinical pharmacology of pivampicillin as compared 

with ampicillin. ibid., : 438•`441, 1970 

4) SCHMIDT, M. M. ; A. HOFSTETTER, P. CARL & W. 

KECK : Behundlung von Harnwegsinfektionen mit 

Pivampicillin. Munch. Med. Wochenschr. 114 : 1659•` 

1663, 1972 

5) MALMBORG, A. S. ; L. MOLIN & B. NYSTROM : A 

comparison between pivampicillin, ampicillin and peni-

cillin G in the treatment of acute uncomplicated 

gonorrhoea. Chemotherapy (Basel) 18 : 262•`268, 

1970 



608 CHEMOTHERAPY JUNE 1974

EXPERIMENTAL USE OF PIVAMPICILLIN IN THE TREATMENT 

OF THE ACUTE GONORRHEAL URETHRITIS 

MINORU KASAI, ATSUSHI NAGAHARA and YASUO OSAFUNE 

Urological Department, Higashi Osaka Municipal Central Hospital

(1) Pivampicillin, totally 3 capsules 375 mg per day in 3 divided doses immediately after meals was orally given 

to the patients with acute gonorrheal urethritis. 

(2) As for the subjective symptoms, the rate of improvement concerning the miction pain and pus secretion 

was 60%. 

(3) As for the objective findings, leukocyte in urine and the disappearance of gonococci were observed and 

the effective rate was 60%. 

(4) Clinical results considering the subjective symptoms and objective findings were excellent in 2 cases, good 

in 4 cases, poor in 4 cases respectively out of 10 cases. 

(5) As for the side effects, anorexia and epigastric discomfort were observed in 3 cases out of 10 cases.


